眼 を あけた まま 耳 を 澄して いると、 音が したの は 夢 

ひさし 

ではなかった。 時々 猫が トタンの 庇の 上 を 歩いて 大 

きい 音を立てる ことがある、 それとも 違う、 低い 力の 

こもった 物音が 階下の 台所の あたりで している。 

ひろ子 は 音を立てず 布団 を 撥ねの け、 裾の 方に かけ 

そめが すり 

て ある 羽織へ 手 をと おしながら 立ち上った。 染鉼の 

夜着の 袖が 重なるぐ らいのと ころに、 もう 一人の 同僚 

の 保姆 タ ミノが 寝て いる。 足さぐ りで 部屋の 外へ 出よ 

うとして、 ひろ子 は 思わずよ ろけ た。 

「なに 9 あかりつ けよう か？」 

タミ ノは 半醒の 若々 しい 眠 さで 舌の 鏈れ るよう な 声 



夜の 月 は 寒そう で、 ひろ子 は 窓の 奥から 眼 を 見 はった 

，、ゝ 、 

力 

「な ァん だ！」 

お前さんだった のかと いう 声 を 出した。 それ を 合図 

に 待って いたらし く、 寝床に 起き 上って いた タ ミノが 

手 をのば して、 電燈を ひねった。 俄の 明りで、 タ ミノ 

は 眠たい 丸顔 を 一 層く しゃくし やさせ た。 

「大 谷さん 9 何サ 今ごろん な つ て」 

寝間着の 前 を はだけ、 むつち りした つやの いい 膝 小 

僧 を 出した まん ま 腹立たし そうに 眩いた。 

「用事だった らまた 起す から 寝て なさい、 よ、 風邪 ひ 



くわ」 

片隅に よせあつめ ものの 古く さい テ— ブルな どが 置 

いて ある 三 畳の 方から、 急な 階 子 段が むき 出しに 下の 

六 畳へ ついている。 ひろ子 は 暗がりの 中 を 手 さぐりで 

そこの 十燭 をつ け、 間 じきり の 唐紙 ははず して ある 四 

畳 半 をぬ け、 流しの 前へ 下りた。 節約で、 台所の 灯 は 

つけて ない。 水口の 雨戸の 建てつ けが 腐って いると こ 

ろをコ トコ ト やって いると、 外から 少し じれったそう 

- J 、 

「 —— どれ」 

と 戸 を ひくよう にした。 



ナ。 —— <s つたら よろしく 云って 下さい」 

「ええ。 ありがとう」 

ひろ子 はつよ く 合点した。 そして、 良人の 深 川重吉 

の 古い 親友で あり、 現在の 彼女に とって は 指導 的な 立 

場に いる 大 谷の 戛々 と 鳴る 下駄の 音が、 溝板 を 渡る の 

をき き 澄して から、 戸締り をして、 二階へ 戻った。 

二 

横丁 を 曲る と、 羽目に 寄せて、 ズラリ と 自転車が 並 

それぞれ 

んで いるの が 目についた。 夫々 うしろに 一寸した 包 を 



した 顔で そっちへ 立って 行く と、 更に、 

「異議な ァ し！」 

と 後の方で 頓狂に 叫んだ 者が ある。 笑声が 起った。 

それに かか ずらわない ことで 全体の 空気 を ひきしめ 

つつ、 ひろ子 は 飾りけ のない、 はっきりした 口調で、 

今度の 争議が 一般の 労働者の 神さん たちにまで、 どの 

しよ-つき 

くらい 関心 を ひき 起して いるかと いう こと を、 鍾馗タ 

ビへ 出て いる 秀 子のお ふくろの 言葉な ど を 実例に ひい 

て 話した。 そして、 今朝、 既に 広 尾で は 家族 会 を 応援 

して 移動 託児所 を ひらいて いる こと を 説明した。 

「きのう、 慶大 裏で 飛び こみ 自殺 をした 大 江さん は ほ 



に 強制 調停まで にだって、 丁かん ばり ふんばれば やれ 

たんだ。 それ を、 天下り 委員会に まかしと いて、 謂わ 

ば、 いなされ たんじ やない か」 

「そうだ！」 

「異議 ナ シ！」 

「今度 だって、 本部が こつ そ リク ビ キリ 候補の 名簿 を 

こさえ て、 さし 上げたん だ つ て いう 話さえ あるじ やな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「チェ ッ！」 

大会の 前後に、 各 車庫から 「傾向 的」 な 従業員が 六 

十 人 以上 警察 へ 引っぱられ、 労 救 員 も そ の 中に 何人 か 



「その 点が はっきり しねえ うち は、 俺 あもう 組合費 は 

出さん つもり だ」 

「チヤ ッ カリし す ギ」 てる ぞ！， - 

「下田 は 何だョ ！」 

それ は、 東 交 内で 有名な ダラ 幹で 新聞に さえ その 御 

用 的 立場 はすっぱ ぬかれて いた。 

「ファッショの ャ タイ 店、 ひっこめ！」 

「議長！ 議場 整理！」 

「みなさん、 静かに 願います。 順々 に 発言して 下さ 

い！」 

議長 は 形式的に そう 云った ぎりで、 支部 長の 山 岸 は 



は 伝えない が、 この 点に 関して は、 何等の 懸念 もない。 

そう 云って よこした。 何等の 懸念 もない。 —— だが、 

ひろ子 は その 不自由に 表現 さ れ ている 言葉 の 内容 を 狭 

く 自分の 身に だけ 引き当てて、 自負す る 気に はとても 

なれなかった。 かりに 自分の 身に だけ ひき 当てて 解釈 

したと して、 どうして 「何の 懸念 もない」 自分で あろ 

う。 応援の 挨拶 一 つ、 正しい 機会 をつ かんで 喋れない 

のに。 そういう 未熟 さが あっちに もこつ ちに も あるの 

こ o 

上野 を 大分 過ぎた ころ 気が ついて 車内 を 見 わたす と、 

いつの 間に か、 乗客の 身なりから 顔の 色艷、 骨相まで 



の 託児所 もまき こまれて いる 市電の 闘争で は、 また 自 

分た ちが 会えなくなる 時が 来る かも 知れない。 そのこ 

と を 重吉は 諒解し、 諒解して いると いう ことで ひろ子 

、 ■- こ つ 

を はげまし 劬 つて くれたの であった。 

冷たい 共同便所に 似た 面会 所から 出て、 日の よく 

当ってい る 門へ 向って 帰り かけながら、 ひろ子 は 自分 

も 矢 張 面会 を 終って かえる ほかの 女の ひとたちと 同じ 

ような 足つ きで 砂利の 上 を 歩いて いる、 そう 思った。 

会えて 嬉しい、 そんな 一 言で は 云いつ くされな いもの 

が ひろ子の 体の 裡に のこされて ある。 

門 を 出る とすぐ そこの 広い 砂利のと ころに、 チャン 



を ふんばって、 わきから それ を 眺めて いる。 

やや 暫く ニ郎 はそう やって 眺め、 袖 子 は、 目 をつつ 

つきそう に 伸びす ぎて 剽悍 に 見える 黒い ォ カッパ の 

下から、 時々 真面目く さった 視線で 二 郎の方 を 見なが 

ら、 運動 をつ づけて いるので あつたが、 やがて ニ郎 が、 

ぶ つきら 棒に、 

「ャ— ィ、 名な しの 工場なん て、 ないや」 

と 云った。 袖 子 は 睨む ように ニ郎を 見た。 そして 思案 

していた が、 やがて 動かして いる 手 はとめず、 

「 ブ ラ ン コ 工場 だ ョ ！」 

ノ -— というよ うに 返事して いる。 



いものが 流れて いるので あった。 臼 井と 二人で 出かけ 

て 行って、 タミ ノは 謄写版 刷りの 仕事 もちやん として 

来たが、 その 四 五日 あとに なって、 ふと 何 かの はずみ 

で 云った。 

「ポ —„ ^ラップって、 私、 洋酒 だとば つか リ思 つてた 

ら —— ちが うんだ ね」 

或る 晚の ことであった。 タ ミノが 電燈を 低く 下げて 

靴下の 穴つ くろい をしながら、 

「私、 いまに ここ かわる ようになる かもしれ ない」 

独 言の ように 云った。 それ は 風の ひどい 晚で、 ひろ 



下 を 向いて、 こん ぐらかった 糸 を 不器用に、 若々 し 

い 粗暴 さで 引っぱりながら タミ ノは、 

「まだ はっきり しないん だけどね」 

間 をお いて、 

「臼 井さん、 待って たのが やっとつ いたって、 とても 

よろこんでる 」 

ひろ子 は 思わず 首 を 擡げ、 下 を 向いて いる タミ ノを 

見ながら、 ペン を もっていない 方の 指で 自分の 下唇 を 

ゆるゆると 捩る ような 手つき をした。 タ ミノ はやつ ぱ 

リ顔 をつ くろい ものの 上に うつむけ たままで いる。 

「 つくつ て …… I 



「ちょ つ と」 

重吉に 声をかけた。 

「 —— 何 だい？」 

「 …… デモらないで 下さいね」 

ひと リロ 元 を ほころ ばせ、 様子 をう かがって いると、 

重吉 は、 突 嗟に ひろ子の 云った 言葉の 意味が わからな 

かったら しく、 唐紙の むこうで、 居ず まい を 直す 気勢 

であった が、 程なく、 

「^ —— なァん だ！」 

笑い出した。 

「そんな 柄で もないだろう」 



きずり 出した。 そして、 いらない 紙 きれ を 注意ぶ かく 

始末しながら タミ ノは、 

「ここまで 総 ざら いなんての、 御免 だね」 

と 眩いた。 

それ は 分らなかった。 ソヴ エトの 友の 会が 各地 区の 

職場へ 拡がって、 ソヴ エト 見学 団の 選出が 職場で され 

るよう になったら、 その 活動 は 却って 不自由に された _ 

巿電 応援の 活動と 大 谷の 部署の 関係と から、 託児所へ 

まで 余波が 来る こと を 全く 予想して いない ことで はな 

かった。 或ると ころへ 電話 を かけ、 そこから 必要な 場 

所へ 知らして 貰うた め、 タミ ノを 出した。 



タ ミノの こと を 書いて、 入って 来る 者の 目に すぐつ く 

力 も L 

ように、 上り 端の 鴨居に 下げた。 

自分が この 今の 一 とき はの がれて いる その 永続性が、 

夜まで つづく か、 あしたまで つづく もの か、 ひろ子に 

は 見当が つかなかった。 ひろ子 は ひとりで 二階へ 上つ 

て 見た。 三 畳の テ— ブルの まわりが 取 乱されて いる。 

テ— ブルの 下の 畳へ、 ぺ ン 軸が 上から 乱暴に ころがり 

落ちた まま 突 刺さって いた。 しずかに それ をぬ きとり、 

ひろ子 は それ をい じりながら、 夕方 子供の 迎えに 来る 

親た ちで、 そのまま 会合 を 持つ 方針 を 立てた。 それ か 

ら 下へ おりて 行って、 小 倉に 一 つの 包み を 託した。 な 
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